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（２）卒業研究、大学院修士および博士論文修了指導人数 

   ・卒業研究     1名 

   ・大学院修士    2名（遠藤教授と共同） 

   ・大学院博士    0名 

 

（３）教育業績（自己申告、テキストの作成など、授業の工夫など） 

  平成 29年度より大学院集中講義『分子細胞生物学特講 4』を担当（日本医科大 福原茂朋 教授） 

 

 

（４）国際会議出席と招待リスト 

 

 

 



（５）新聞や雑誌等で報道された研究成果等（報道媒体，報道年月日，報道内容等） 

 

 

（６）国際並びに国内学会での受賞（賞名，その内容，受賞理由等） 

 

 

（７）国際共同研究（共同研究名，研究内容等） 
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文部科学省 科学技術・学術政策研究所『科学技術の状況に係る総合的意識調査』調査協力 
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